
2023.５.1 No.215 8

令
和
４
年
一
般
会
計
補
正
予
算

町
運
行
バ
ス「
う
・
ら
・
ら
」に
つ
い
て

回
数
券
の
共
通
利
用
に
係
る
報
奨
金

の
減
額
理
由
お
よ
び
執
行
率
16
％
に
つ

い
て
の
分
析
と
展
開
を
伺
う
。

Q

理
由
は
、
実
施
期
間
が
短
か
っ
た
こ

と
と
、
想
定
し
て
い
た
タ
ク
シ
ー
の
利
用

が
少
な
く
、
周
知
不
足
が
原
因
と
分
析
し

て
い
る
。
今
後
は
、
周
知
徹
底
を
図
り
、

い
き
い
き
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
と
高
齢
者
運

転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
の
対
象
者
を

中
心
に
展
開
し
て
い
く
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
に
つ
い
て

　
ご
み
の
減
量
お
よ
び
資
源
循
環
の
推
進

の
た
め
、ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー（
写
真・レ
シ
ー

ト・ラ
ミ
ネ
ー
ト
等
の
紙
類
）を
回
収
し
、資

源
化
を
図
る
。

A

新
規
事
業
の
資
源
ご
み
中
間
処
理
業

務
委
託
事
業
の
ミ
ッ
ク
ス
ぺ
ー
パ
ー
回

収
に
あ
た
り
、
回
収
見
込
み
量
、
売
却

単
価
お
よ
び
歳
入
見
込
み
は
。

回
収
量
の
見
込
み
は
２
６
５
ト
ン
で
あ
り
、

売
却
単
価
は
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
３
円
で
、

歳
入
は
97
万
５
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

可
燃
ご
み
の
組
織
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
最
も
多
く
占
め
て
い
る
も
の
は
何

か
。
ま
た
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
が
ど

の
程
度
混
入
し
て
い
る
の
か
。

食
品
系
の
生
ご
み
が
最
も
多
く
、
全

体
の
約
50
％
を
占
め
て
い
た
。
紙
ご
み
は
、

約
20
％
あ
り
、
そ
の
う
ち
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー

パ
ー
な
ど
、
資
源
化
可
能
な
紙
類
が
10
％

以
上
含
ま
れ
て
い
た
。

食
品
系
の
生
ご
み
の
減
量
に
向
け
て

は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

ア
ス
パ
①
の
配
布
の
ほ
か
、
生
ご
み
の

水
切
り
の
徹
底
、
土
の
中
に
生
ご
み
を
入

れ
る
だ
け
で
処
理
可
能
な
、
キ
エ
ー
ロ
と

QAQAQA

い
う
方
法
の
周
知
等
を
行
い
食
品
系
の
ご

み
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
の
回
収
方
法
お

よ
び
そ
の
理
由
は
。

回
収
方
法
は
、
住
民
の
方
に
、
透
明

も
し
く
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
、
資
源

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
も
ら
う
。

理
由
は
、
他
の
紙
類
の
資
源
ご
み
と
区
別

す
る
た
め
で
あ
る
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
②
防
除
対
策
補
助
金

　
水
稲
に
被
害
を
与
え
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
の
生
息
域
拡
大
と
食
害
を
防
止
し
、水

稲
の
生
産
振
興
を
図
る
た
め
駆
除
の
た
め

に
使
用
し
た
指
定
薬
剤
の
購
入
費
の一部

を
補
助
す
る
。

害
虫
駆
除
補
助
金
１
０
４
万
円
は
、

成
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
昨
年
よ
り
減
額

し
た
の
か
。
ま
た
、
ど
こ
の
地
区
で
被

害
が
出
て
い
る
の
か
。

農
家
の
方
に
よ
る
駆
除
の
成
果
も
あ
り
、

４
年
度
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
が
少

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
予
算
を
減
額
し
た
。

　
被
害
が
多
い
の
は
、
石
浜
地
区
の
国
道

バ
イ
パ
ス
東
側
エ
リ
ア
で
あ
る
。

QAQA

経
済
建
設
委
員
会

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

３
委
員
会
で
徹
底
調
査

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
と
は
？

　

そ
の
部
門
に
属
す
る

町
の
事
務
に
関
す
る
調

査
を
行
い
、
ま
た
、
議
案
、

請
願
・
陳
情
等
を
審
査

し
ま
す
。
本
町
議
会
で
は
、

３
常
任
委
員
会
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
、財
政
、税
務
、庁
舎
管
理
、

交
通
安
全
、防
災
、防
犯
カ
メラ・啓
発
、広
報
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、選
挙
等
に
関
す
る
こ
と

総
務

委
員
会

学
校
教
育
、保
育
園
、生
涯
学
習
、ス
ポ
ー
ツ
、

図
書
館
、健
康
、高
齢
者・障
が
い
福
祉
、

保
険・年
金
等
に
関
す
る
こ
と

文
教
厚
生

委
員
会

道
路
、河
川
、バ
ス
、防
犯
灯
、ご
み
、環
境
、

農
業
、消
費
生
活
、観
光
、建
築
、都
市
計
画
、

公
園
、上
下
水
道
、戸
籍
等
に
関
す
る
こ
と

経
済
建
設

委
員
会

▲水稲に被害を与える
ジャンボタニシ

①アスパ…米ぬかやもみ殻を混ぜ合わせ、発酵、乾燥させたもの。生ごみに入れると臭いが軽減する。
②ジャンボタニシ…南アメリカ原産の淡水性の巻貝。寒さに弱く夏に盛んに繁殖する。

語句
説明
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お
よ
び
医
療
費
に
対
す
る
補
助
限
度
額

を
年
額
10
万
円
と
し
た
理
由
は
。

医
療
費
は
約
10
万
か
ら
20
万
円
前
後

を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
受
給
者
の
多

く
が
高
額
療
養
費
に
よ
り
自
己
負
担
額
が

10
万
円
未
満
と
な
る
見
込
み
で
、
県
の
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
実
績
等
に
よ

り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
広
く
不
妊
治

療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
へ
の
経
済
的
な
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
年
額
10
万
円
を

限
度
と
し
た
。

生
殖
補
助
医
療
は
、
何
回
行
え
る
か
。

年
齢
制
限
等
が
あ
り
、
治
療
開
始
時

の
女
性
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
、
40
歳
未

満
は
１
子
ご
と
に
通
算
６
回
、
40
歳
以
上

43
歳
未
満
は
１
子
ご
と
に
通
算
３
回
ま
で
。

か
か
り
つ
け
歯
科
医
に
よ
る 

妊
婦
歯
科
検
診

　
妊
娠
期
に
お
け
る
口
腔
内
の
健
康
保
持
、

歯
周
疾
患
に
よ
る
低
体
重
児
、早
産・死
産

の
ハ
イ
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、従
来
の

集
団
健
診
に
か
え
て
、５
年
度
よ
り
、個
別

歯
科
医
院
で
健
診・相
談
を
実
施
し
、妊
婦

の
利
便
性
向
上
を
図
る
。

町
外
歯
科
医
院
で
の
受
診
は
可
能
か
。

市
町
村
ご
と
に
歯
科
医
師
会
と
健
診

内
容
を
協
議
し
た
上
で
実
施
し
て
お
り
、

現
在
は
県
内
で
広
域
的
に
実
施
し
て
い
な

い
た
め
、町
内
歯
科
医
院
で
の
受
診
と
な
る
。

AQAQA

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

認
知
症
対
応
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
所
延
期

　
対
象
施
設
の
完
成
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

伴
う
資
材
搬
入
の
遅
れ
に
よ
り
年
度
内
の

完
了
が
見
込
め
ず
、介
護
施
設
等
整
備
事

業
費
補
助
金
の
繰
越
明
許
を
行
っ
た
。

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業

所
の
開
所
時
期
は
。

６
年
２
月
竣
工
予
定
で
あ
る
。

就
学
援
助
対
象
者
の
増
加

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
児

童
生
徒
へ
行
う
就
学
援
助
制
度
の
認
定
者

数
増
加
に
伴
い
、要
保
護・準
要
保
護
児
童

生
徒
扶
助
費
を
２
０
９
万
８
千
円
増
額
。

要
保
護
・
準
要
保
護
の
対
象
者
は
何

人
増
え
た
か
。
ま
た
、
そ
の
理
由
は
。

準
要
保
護
児
童
生
徒
の
対
象
者
は
、

当
初
の
見
込
み
か
ら
小
学
校
で
35
人
、
中

学
校
で
24
人
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
理
由
は
、
東
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
す
る
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
を
受
け

て
い
る
対
象
者
が
増
加
し
た
影
響
が
大
き

か
っ
た
と
判
断
。
な
お
、
就
学
援
助
に
つ

い
て
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
生
活

福
祉
資
金
の
貸
付
申
請
に
来
た
保
護
者
へ

の
案
内
を
依
頼
し
、
学
校
で
は
、
給
食
費

QAQA

緒
川
郷
蔵
①
解
体
へ

緒
川
村
郷
蔵
解
体
工
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
工
事
方
法
は
。

解
体
工
事
は
５
年
の
秋
頃
で
、
今
後

設
置
予
定
の
塀
の
部
材
や
瓦
等
残
せ
る
も

の
は
残
し
解
体
す
る
予
定
。

　
将
来
的
に
は
郷
蔵
が
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
看
板
も
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

県
立
千
種
聾
学
校
②
ひ
が
し
う
ら
校
へ
の

給
食
提
供
と
関
連
事
業

　

本
年
４
月
に
開
校
し
た
聾
学
校
か
ら
、

本
町
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
食
配
送
の
依
頼

が
あ
り
実
施
す
る
。

当
該
校
の
幼
稚
部
１
食
当
た
り
の
単

価
２
２
０
円
の
根
拠
と
人
数
は
。

本
町
小
学
校
の
給
食
費
１
食
当
た
り

２
５
０
円
に
、
千
種
聾
学
校
の
給
食
費
、

幼
稚
部
２
６
０
円
・
小
学
部
３
０
０
円
の

割
合
を
乗
じ
た
額
の
２
２
０
円
と
し
、
日

数
は
１
８
９
日
。
人
数
の
内
訳
は
幼
稚
部

11
人
、
小
学
部
は
教
職
員
を
含
み
57
人
の

合
計
68
人
分
を
計
上
し
て
い
る
。

QAQA

の
滞
納
や
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
保
護

者
に
案
内
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

発
達
障
が
い
児
と
家
族
の
支
援
　

　
発
達
障
が
い
は
、生
ま
れ
つ
き
脳
の
働
き

の
違
い
に
よ
り
、幼
児
の
う
ち
か
ら
行
動
面

や
情
緒
面
に
特
徴
が
あ
る
た
め
、養
育
者

が
育
児
の
悩
み
を
抱
え
た
り
、子
ど
も
が

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
た
り
し
ま
す
。

発
達
障
が
い
児
お
よ
び
家
族
支
援
事

業
委
託
料
の
内
容
、
費
用
内
訳
は
。

子
ど
も
の
行
動
特
性
に
つ
い
て
親
が

理
解
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支

え
る
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を「
ら
っ
こ
の
会
」で
実
施

す
る
も
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
は
講

義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
あ
る
。

　
費
用
内
訳
は
人
件

費
７
万
７
千
円
、
事

務
費
３
万
５
千
円
で

あ
る
。

不
妊
治
療
費
補
助
金

　
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
と
早
い
段
階
で
の
適
切
な

治
療
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、現
行
制
度

に
生
殖
補
助
医
療
を
追
加
。

健
康
保
険
適
用
の
生
殖
補
助
医
療（
体

外
受
精
等
）の
１
回
当
た
り
の
医
療
費

QAQ

文
教
厚
生
委
員
会

▲解体される緒川郷蔵

▲発達障がい児向けの療育

①郷蔵…江戸時代に年貢米の保管や凶作への備え、貯穀の目的などにより各村々に設置された倉
②聾学校…高度な難聴児等に対して教育を施す学校のこと。本年４月愛知県立東浦高校敷地内にて開校。

語句
説明
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若
者
会
議
①

若
者
会
議
は
町
内
在
住
の
参
加
者
が

少
な
い
こ
と
が
課
題
だ
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

４
年
度
の
参
加
者
は
、
町
内
在
住
４

人
、
町
外
在
住
17
人
で
あ
り
、
町
内
在
住

の
参
加
者
が
少
な
い
。
ま
た
、
中
学
生
の

参
加
者
が
な
か
っ
た
た
め
、
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
努
め
た
い
。

東
浦
町
公
共
施
設
再
配
置
計
画
②

東
浦
町
公
共
施
設
再
配
置
計
画
策
定

支
援
業
務
の
委
託
内
容
は
。

４
年
度
か
ら
５
年
度
に
ま
た
が
り
、

５
年
度
の
１
１
８
９
万
１
千
円
は
契
約
金

額
と
し
て
計
上
。

　

委
託
内
容
は
、上
位
関
連
計
画
等
の
整

理
、再
配
置
検
討
に
あ
た
っ
て
の
現
況
把
握
、

再
配
置
方
針・再
配
置
計
画
の
検
討
、事
業

手
法
の
検
討
、事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
検

討
、先
進
事
例
の
整
理
、各
種
会
議
体
の
開

催
支
援
、計
画
書
等
の
作
成
で
あ
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助

５
年
度
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助

金
を
終
了
し
た
理
由
は
。
ま
た
、
補
助

金
を
復
活
す
る
考
え
は
。

制
度
を
つ
く
っ
た
時
点
で
４
年
度
末

ま
で
と
し
て
い
た
。
地
区
に
は
お
知
ら
せ

し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
県
補
助
金
の
制
度
も
踏
ま
え

検
討
す
る
。

QAQAQA

東
浦
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
議
員
の
期
末
手
当
に
係
る
加
算
割
合
を
、

１
０
０
分
の
20
か
ら
１
０
０
分
の
45
と
す

る
も
の
。

改
正
の
理
由
は
。

以
前
か
ら
期
末
手
当
に
係
る
加
算
割
合

が
近
隣
市
町
や
国
と
異
な
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
た
が
、改
め
て
近
隣
市
町
の
状
況
を

再
度
調
査
し
た
結
果
、国
に
準
拠
し
、加
算

割
合
の
趣
旨
に
沿
う
べ
き
と
判
断
し
た
た
め
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

町
職
員
の
自
己
都
合
退
職
者
25
人

４
年
度
は
、
職
員
の
自
己
都
合
退
職

者
が
多
く
危
機
的
な
問
題
と
考
え
る
が
、

職
種
ご
と
の
人
数
と
勤
務
10
年
以
内
の

人
数
は
。

事
務
職
・
技
術
職
で
は
６
人
の
う
ち

３
人
、
保
育
士
で
は
16
人
の
う
ち
13
人
、

保
健
師
で
は
３
人
全
員
で
あ
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

役
場
新
庁
舎
建
設

　

役
場
庁
舎
建
て
替
え
の
た
め
に
、毎
年

２
億
円
の
積
み
立
て
を
し
て
い
る
。

QAQA

宿
日
直
業
務
委
託
事
業

　
職
員
の
働
き
方
改
革
の
た
め
、土
日・祝

日
に
職
員
が
行
っ
て
い
た
日
直
業
務
を
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
す
る
も
の
。

日
直
業
務
の
内
容
、委
託
す
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
お
よ
び
勤
務
体
制
は
。

内
容
は
、
戸
籍
関
係
の
届
出
や
郵
便

物
の
預
か
り
の
他
、
町
税
の
仮
領
収
お
よ

び
各
種
問
い
合
せ
に
対
す
る
電
話
対
応
等
。

　
委
託
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
職
員
の
働
き
方

改
革
の
ほ
か
、
委
託
先
職
員
の
連
続
勤
務

に
よ
る
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
可
能
に
な
る
こ
と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

委
託
先
職
員
が
業
務
に
慣
れ
る
ま
で
の
一

時
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
低
下
で
あ
る
が
、

従
事
者
へ
の
事
前
研
修
を
実
施
す
る
ほ
か
、

年
度
当
初
は
総
務
課
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

勤
務
体
制
は
委
託
先
職
員
６
人
で
、
２
人

１
組
に
よ
り
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
常
時
２
人
が
勤
務
す
る
。

補
助
金
情
報
の
発
信

結
婚
か
ら
子
育
て
期
を
対
象
と
す
る

補
助
金
に
限
定
せ
ず
、
出
生
か
ら
高
齢

期
に
至
る
ま
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
補
助
金
を
取
り
ま
と
め
て
情
報

発
信
す
る
こ
と
の
見
解
は
。

す
べ
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
暮
ら
し
の
便
利

帳
で
対
応
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

新
庁
舎
建
設
基
金
積
立
は
い
つ
ま
で

継
続
す
る
か
。

公
共
施
設
全
体
の
更
新
も
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
積
立
金
額
と
想
定

建
設
費
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
た
め
、
現

時
点
で
継
続
時
期
を
決
め
る
の
は
時
期
尚

早
と
考
え
て
い
る
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
費
補
助
金

　
新
婚
世
帯
の
経
済
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、新
生
活
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
費
用（
新
居

の
家
賃・引
っ
越
し
費
用
等
）の
一
部
を
補

助
す
る
も
の
。

29
歳
以
下
と
い
う
年
齢
区
分
や
世
帯

所
得
を
問
わ
ず
上
限
額
を
60
万
円
に
引

き
上
げ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
見
解
は
。

世
帯
所
得
５
０
０
万
円
未
満
世
帯
へ

の
補
助
額
は
、
財
源
の
一
部
と
し
て
い
る

国
の
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金

に
準
じ
て
お
り
、
世
帯
所
得
５
０
０
万
円

以
上
世
帯
も
当
該
補
助
額
を
意
識
し
て
設

定
し
て
お
り
、
変
更
の
考
え
は
な
い
。

QAQA

総
務
委
員
会

世帯所得
500万円未満
（R４：400万円未満）

世帯所得
500万円以上
（R４：400万円以上
640万円未満）

29
歳
以
下

60万円
（R４：30万円）

30万円
（R４：15万円）30

～
39
歳

30万円

①若者会議…東浦のまちづくりに関心のある若者が集まり、自由な発想で「まちづくり」について話しあう場
②東浦町公共施設再配置計画…今後一斉に更新時期を迎える公共施設更新に備え、施設の総合的かつ計画的な維持管理・更新のための計画

語句
説明


